Research regarding the History of Japanese Government Policies during Colonial Rule by 水野 直樹
植民地支配政策史研究の現状と課題
著者 水野  直樹




その他のタイトル Reserch regarding the History of Japanese













今後の日本 と朝鮮半島(南 北朝鮮)と の関係をいかに築いていくかに







報 告のテーマ を 「植民地支配政策史」 としたが、政策史研究 は単 に
どの ような政策が実施 されたか を明 らか にす ることに とどまる もので
はない。実際 に とられた政策 とその実施過程 、実態を明 らか にす るこ










配 という抑圧 とそれに対抗する朝鮮民族の抵抗 という枠組みでなされ
てきた。抑圧の面だけでなく 「懐柔」の側面、あるいは抵抗だけでな
く 「屈従」「協力」の側面をも明 らかにしなけれぼならないことも強
調 されてきたが、その場合 も、「支配者 としての日本」 と 「被支配者
としての朝鮮」 という枠組み自体は変わっていない。
植民地支配である以上、支配一被支配の基本的な関係を重視すべき
ことはいうまで もないが、支配政策、 とりわけ支配政策の決定過程 を
解明しようとするなら、分析の枠組みは多面的 ・重層的なものでなけ
ればならない。分析の対象 となる政策 によって違いはあるが、「支配












史」の視点か らの研究である。 これは、上で述べた多面的 ・重層的な
分析の枠組みに関わるものでもある。
戦前の日本 は、朝鮮をはじめ台湾、樺太(サ ハ リン)、関東州(遼
東半島)、南洋群島などを領土、租借地、委任統治領 として支配 して
いただけでなく、満洲国や中国 ・東南アジアの占領地をも支配するよ





地」政治過程 と植民地支配(政 策)と の具体的関係を解明する研究が
なされている。「帝国」の中での位置づけについては、台湾支配 との
比較研究 も試みられており、満洲支配 との関連 も論じられている。
特に研究が盛んになりつつあるのは、在満朝鮮人 に対する研究であ
る。満洲国に住む朝鮮人に対する認識、政策の面において、朝鮮総督
府 と満洲国政府(実 質的には関東軍)と の間に違いが存在 していたこ
と、在満朝鮮人をどのように位置づけるかが 「帝国」 としての日本に
とって大 きな問題であったことが明 らかにされている。 また、満洲国






を通じて 「帝国史」 を問い直す ことは、今後 も重要な課題 となってい
る。
もう一つ、 ここで指摘 しておきたいことは、 これまで 「帝国史」の
視点からの検討を加えられていないものとして、日本在住朝鮮人の歴




の在 日朝鮮人が朝鮮半島から切 り離された存在 と見なされる傾向が戦







4「 植民地 主義 」 「ナ シ ョナ リズム批 判」 をめ ぐって
近年、日本の歴史学界では 「国民国家」批判が大 きな流れになって
いるが、それ と結びつ く形で 「植民地主義」に関する研究も盛んにな








「ポス ト・コロニアル」の課題、すなわち社会 ・文化 ・生活 ・意識な





因 としての 「ナショナリズム」を批判的に考察すること自体 は、歴史
を見 るうえで正当なことであろう。
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しか しここでの問題 は、 それが植 民地 支配 の歴史 を解明す ることと
どのよ うな関連 があ るか、 という ことであ る。「ナシ ョナ リズム」 を
一方的 に解体 ・脱構築す るこ とによって
、植民地支配の本質 が曖昧 に
され る恐 れを指摘 しなけれ ばな らない。歴史や現実 を とらえるうえで
「ナ ショナ リズム」 を脱構築 す ることは必要で ある として も、植民地
支配権力が政策 を決定 し遂行 するに際 して大 きな要因 として重視 して
いた 「ナシ ョナ リズム」 自体 が消 えてな くな るわ けではない。植民地
支配 の問題 を考察 す るためには、や は り 「ナ ショナ リズム」 は重視 す
べ き要因 として残 り続 けるもの といわね ばな らない。
それ を確認 した うえで、先 にあげた 「植民地主義」 に関わ る問題群
も考察の対象 とされ るべ きで あろう。




民地期 に成立 した 「民族史学」の流れを受け継 ぐ研究が主流となって
きた。「民族史学」は民族運動 に直接的 ・間接的に関わった歴史研究
者によって築かれた ものであるが、その問題意識はいうまでもな く日




他方、 日本の歴史学界で も、「同化主義」による植民地支配 という
とらえ方は自明のものとされてきた。それは、日本の植民地政策 をフ
ランスのそれに類似するものととらえた戦前の矢内原忠雄らの植民政





明 らかにされている。 日本のみが 「同化主義」を採ったのであろうか。
植民地支配 を肯定 しようという立場からはしばしば、日本の朝鮮支
配は欧米のそれとは異なるものであったということが主張され、朝鮮















上で述べた 「植民地主義」という分析概念 は、研究者によって とら






























部が外交史料館で閲覧可能 になった ことも重要である。 これ は拓務
省 ・内務省文書のごく一部 に過ぎないが、植民地支配政策を研究する
上で重要な資料である。
韓国では政府記録保存所、国史編纂委員会、国立中央図書館などが
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資料の収集 と整理、インターネット上での公開などを推進している。
政府記録保存所が保管 している朝鮮総督府文書については、外国人研
究者 も接近が容易になったほか、中央図書館や歴史情報統合システム
がインターネット上で図書 ・文書などの原文閲覧サービスを開始した
ことは、外国にいる研究者にも大きな便宜 を与えるものとなっている。
このように、植民地期の研究に利用し得 る資料 ・文書は、以前に比
べると格段に増えているといってよい。
しかし、 ここで指摘 しておきたいことは、日本に保管されていると
思われる資料がまだ完全には公開されていないことである。旧内務省
文書(旧 拓務省文書を含む)、内閣法制局の文書な ど、植民地支配政
策に直接関わりのある資料の多 くが未公開または未整理の状態にある。
今後、これら資料の全面的な公開が望まれる。
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